
ち
ょ
う
そ
う
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ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
松
五
小
子
ど
も
会
主
催

の
「
６
年
生
を
送
る
会
」
で
は
、
中
学
生
メ
ン
バ
ー

２
人
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
小
学
生
た
ち
と
外
遊
び
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
春
先
取
り
の
陽
気
で
、

少
し
動
く
と
み
ん
な
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
め
い
っ

ぱ
い
走
り
回
り
ま
し
た
！

　

２
月
25
日
に
は
「
松
っ
子
ま
つ
り
」
で
、
か
ら
だ

を
動
か
す
ゲ
ー
ム
や
手
遊
び
な
ど
を
行
う
「
ブ
ー
ス
」

を
開
設
。
当
日
は
ブ
ー
ス
の
受
付
・
ゲ
ー
ム
の
説
明
・

進
行
を
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
10
名
が
分
担
し
、
今

年
１
年
の
研
修
成
果
を
発
揮
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の

子
供
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に
関
す
る

　

問
合
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
「
紙
ひ
こ
う
き
」

紹
介
ペ
ー
ジ（
町
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
）
↓

▲文化観光
　交流館HP

▲中央公民館HP

▲松っ子まつり

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

「
Ｇ
О
！
町
歴
史
探
検
」

参
加
者
募
集

募

戦
時
下
の
松
島
の
く
ら
し

　

町
内
の
地
域
に
残
さ
れ
た
史
跡
や
景
勝
地
を
巡
る

歴
史
教
室
の
一
回
目
。
根
廻
・
幡
谷
地
区
を
学
び
ま
す
。

●
日　

時　

４
月
19
日
㊎
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
終
了
予
定

●
集
合
場
所　

文
化
観
光
交
流
館

●
内　

容　

バ
ス
で
移
動
し
、
根
廻
地
区
及
び
幡
谷

　
　
　
　
　

地
区
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。
徒
歩
で
４

　
　
　
　
　

キ
ロ
程
度
歩
き
ま
す
。
小
雨
決
行
。

●
定　

員　

15
名

●
負
担
金　

４
０
０
円
（
保
険
代
、
昼
食
代
）

●
申
込
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

●
申
込
期
限　

４
月
９
日
㊋

み
ん
な
〜
集
ま
れ
〜

『
ア
ト
レ
・
る
ま
つ
り
』
開
催

i
　

文
化
観
光
交
流
館
で
、
久
し
ぶ
り
に
楽
し
い
〝
お

祭
り
イ
ベ
ン
ト
〞
を
開
催
し
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
古
本
市
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
作
品
販
売
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
食
べ
物
販
売
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
出
店
者
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
仙
台
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
レ
ス
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ

の
無
料
観
戦
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
文
化
観
光
交
流
館
や
中
央
公
民
館
の
H

P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

５
月
12
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館
大
ホ
ー
ル
及
び
駐
車
場　

●
問
合
先　

文
化
観
光
交
流
館　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

　
　
　
　
　

中
央
公
民
館　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

　
　

koum
inkan

＠tow
n.m
atsushim

a.m
iyagi.jp

　

令
和
5
年
10
月
、
町
内
の
方
か
ら
「
古
い
写
真
が
あ
る
か
ら
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
情
報
提
供
を
い
た

だ
き
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
大
正
〜
昭
和
前
期
頃
の
写
真
で
、
い
ず
れ
も
東

日
本
大
震
災
の
際
に
津
波
被
災
し
て
い
た
こ
と
か
ら
真
水
に
よ
る
洗
浄
な
ど
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
を
あ
わ

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
う
ち
、
松
島
海
岸
で
行
わ
れ
た
「
町
葬
」
の
写
真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
遺
骨
・
遺
影
・
位

牌
を
抱
え
る
遺
族
た
ち
の
背
景
に
は
、
観
瀾
亭
ら
し
き
建
物
の
屋
根
や
短
い
橋
が
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
松
島
海
岸
中
央
広
場
周
辺
で
撮
ら
れ
た
写
真
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

所
蔵
者
に
お
話
し
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
写
真
に
は
昭
和
12
年
に
中
国
で
戦
死
し
た
方
の
弔
旗
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
中
戦
争
の
戦
没
者
の
慰
霊
祭
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、「
松
島
町
史
編
さ

ん
資
料
所
在
確
認
調
査
」
の
過
程
で
聞
き
取
り
を
行
っ
た
別
の
方
か
ら
は
、
尋
常
小
学
校
の
頃
、
幡
谷
の

学
校
か
ら
瑞
巌
寺
ま
で
歩
い
て
行
き
、
日
中
戦
争
の
「
町
葬
」
に
参
加
し
た
と
い
う
証
言
も
得
て
い
ま
す
。

 

『
松
島
町
史　

通
史
編
Ⅰ
』
に
よ
れ
ば
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
昭
和
12
年
、
町
内
だ
け
で
18
回
の
動
員
が

あ
り
、
延
応
召
人
員
1
1
8
名
、
戦
死
者
17
名
、
戦
傷
者
10
名
を
出
し
ま
し
た
。
町
主
催
で
行
わ
れ
た
告

別
式
（
こ
れ
を
「
町
葬
」
と
呼
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
）
は

毎
年
瑞
巌
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
予
算
措
置
が
と
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
13
年
か
ら
は
「
国
家
総
動
員
法
」
に
よ
り
、
戦
時
に
際
し

て
国
が
必
要
と
す
る
人
的
回
物
的
資
源
全
て
に
わ
た
っ
て
統
制
が

お
こ
な
わ
れ
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
松
島

で
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
苦
し
い
く
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
学
芸
員
：
泉
田
）

●
参
考
文
献

　

松
島
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
松
島
町
史　

通
史
編
Ⅰ
』
（
1
9

　

9
1
年
）
、
今
村
鏘
介
・
小
川
澄
夫
編
『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出

　

写
真
集　

明
治
大
正
昭
和　

塩
釜
・
松
島
』
（
1
9
8
0
年
・

　

国
書
刊
行
会
発
行
）
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３
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米

　

寿
は
町
内
在
住
５
年
以
上
、

　

白
寿
は
町
内
在
住
10
年
以

　

上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初

　

日
に
松
島
町
住
民
と
し
て

　

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

　

れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

白
寿
お
め
で
と
う

◆
尾
口　

多
惠
子
（
磯
崎
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
熊
谷　

み
わ　

（
高
城
）

◆
佐
藤　

次
郎　

（
磯
崎
）

◆
佐
藤　

節
子　

（
高
城
）

◆
長
峰　

恵
悟　

（
本
郷
）　

◆
岡
部　

弘　
　

（
北
小
泉
）

◆
戸
石　

波
子　

（
幡
谷
）

◆
及
川　

孝
子　

（
高
城
）

◆
藤　
　

作
子　

（
本
郷
）

◆
武
田　

せ
い　

（
松
島
）

◆
本
村　

嘉
璋　

（
松
島
）

◆
青
木　

敏
美　

（
高
城
）

◆
犬
飼　

和
子　

（
磯
崎
）

◆
綱
﨑　

瀧
子　

（
手
樽
）

松島町障がい者（児）紙おむつ購入
助成事業
●要　件（どちらの要件も満たすこと）
・常時おむつを使用している方
・松島町に住んでいて、住民基本台帳
　に登録されており、身体障害者手帳
　又は療育手帳をお持ちの方
※社会福祉施設、医療施設に入所また
　は入院している方や他制度で給付さ
　れている方は除きます。
●助成内容
　紙おむつ購入助成券（６月に上半期
　分１,５００円、１２月に下半期分
　１,５００円）を交付
※社会福祉協議会の紙おむつ購入助成
　券（上半期分１,５００円、下半期分
　１,５００円）と合わせて交付します。
●申請期限
　上半期　５月１５日㊌
（受付時間：平日午前９時～午後５時）
●申請場所
町民福祉課福祉班
（申請時には民生委員児童委員の署名が
必要となります。）
●問合先　町民福祉課福祉班　
　　　　　☎３５４‐５７０６

松島町高齢者紙おむつ購入助成事業

●要　件（どちらの要件も満たすこと）
・常時おむつを使用している方
・松島町に住んでいて、住民基本台帳
　に登録されている方
※社会福祉施設、医療施設に入所また
　は入院している方は除きます。
●助成内容
　紙おむつ購入助成券（６月に上半期
　分１,５００円、１２月に下半期分
　１,５００円）を交付
※社会福祉協議会の紙おむつ購入助成
　券（上半期分１,５００円、下半期分
　１,５００円）と合わせて交付します。
●申請期限
　上半期　５月１５日㊌
（受付時間：平日午前９時～午後５時）
●申請場所
健康長寿課高齢者支援班窓口
（保健福祉センターどんぐり内）
※来庁できない場合は郵送もできます
　のでご相談ください。
●問合先　健康長寿課高齢者支援班
　　　　　☎３５５‐０６７７

６４歳以下の方 ６５歳以下の方

紙おむつ購入費用の一部を助成します！

　ヘルスメイト松島（松島町食生活改善推進員会）では、毎月の定例会をはじめとしておやこの食育教室や男性のための
料理教室など地域で食育を広める活動をしています。一緒に活動してみませんか？

　昨年１１月には、コロナ禍以降４年ぶりとなる移動研修会を行いました。

松島かまぼこ本舗の工場見学や農園ビュッフェレストランでの会食を楽し

み、会員同士のコミュニケーションも深まる研修会となりました。

　その他の定例会では、町の保健師・栄養士や外部講師の先生による講話

や調理実習、運動などの研修を行っており、食育や健康づくりについて学

ぶことができます。

　昨年６月～７月には、各地域で「地域栄養教室」を開催しました。コロ

ナ禍になって久しぶりに地域で調理実習を行うことができました。調理に

なれていない方でも楽しく行うことができ、「また参加したい」「家でも

作ってみたい」と好評でした。

～ヘルスメイトとして一緒に活動しませんか？～
　性別や年齢、料理経験の有無は問いません。食や健康に興味のある方、ヘルスメイトとして一緒に活動してみませんか？
詳しくは下記までお問い合わせください。
●活動内容　定例会（毎月第４金曜日）、地域での食育活動など　　●会　費　２,０００円（１年分）
●活動場所　文化観光交流館、高城避難所（JA仙台松島支店）、保健福祉センターなど
●問合先　健康長寿課健康づくり班（松島町保健福祉センターどんぐり）　☎３５５‐０７０３

～定例会の様子～

～地域での活動の様子～


